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(57)【要約】
【課題】取付対象物に固定される小型化可能な駆動装置
を提供する。
【解決手段】駆動装置１は、ギアハウジング８０に固定
されるモータハウジング２０と、モータハウジング２０
の内側に収容されたステータ３１、ステータ３１の内側
に回転可能に設けられたロータ３３、及び、ロータ３３
と一体に回転するシャフト３４を有するモータ部３０と
を備える。モータハウジング２０は、シャフト３４の回
転軸Ｒと同軸のねじ２５１が形成された嵌合部２５を有
する。モータハウジング２０の嵌合部２５は、ギアハウ
ジング８０の被嵌合部８５にねじ嵌合する。このため、
従来技術のようなスクリューボルト等の固定部材を必要
とせず、モータハウジング２０にフランジ部を設けずと
もよい。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　取付対象物（８０、８０１）に固定されるモータハウジング（２０、２０１、２０２）
と、
　前記モータハウジングの内側に収容されたステータ（３１）、前記ステータの内側に回
転可能に設けられたロータ（３３）、及び、前記ロータと一体に回転するシャフト（３４
）を有するモータ部（３０）と、
　を備え、
　前記モータハウジングは、前記シャフトの回転軸（Ｒ）と同軸のねじ（２５１）が形成
され、前記取付対象物にねじ嵌合可能である嵌合部（２５、２６、２７）を有することを
特徴とする駆動装置。
【請求項２】
　前記ねじは、前記嵌合部の外周面に形成された雄ねじ（２５１、２７１）であることを
特徴とする請求項１に記載の駆動装置。
【請求項３】
　前記嵌合部は、前記回転軸に平行な方向に突出した環状形状を有し、
　前記ねじは、前記嵌合部の内周面に形成された雌ねじ（２６１）であることを特徴とす
る請求項１に記載の駆動装置。
【請求項４】
　前記モータハウジングは、前記回転軸を挟んで互いに反対側を向くように配置された少
なくとも２つの平面部（２３、２４）を有することを特徴とする請求項１～３のいずれか
一項に記載の駆動装置。
【請求項５】
　前記嵌合部は、前記モータハウジングにおいて前記シャフトの出力端（３４１）側に配
置されており、
　前記モータハウジングにおいて前記シャフトの前記出力端側とは反対側に設けられ、前
記モータ部への通電を制御する制御部（５０）をさらに備えることを特徴とする請求項１
～４のいずれか一項に記載の駆動装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の駆動装置（１、２、３）と、
　前記シャフトの出力端に接続される動力伝達機構（８）と、
　前記動力伝達機構を収容すると共に前記モータハウジングが固定された、前記取付対象
物としての動力伝達機構ハウジング（８０、８０１）と、
　を備え、
　前記動力伝達機構ハウジングは、前記シャフトが挿通する開口（８３）の周りにねじ（
８５１）が形成され、前記駆動装置の前記嵌合部とねじ嵌合している被嵌合部（８５）を
有することを特徴とする電動パワーステアリング装置。
【請求項７】
　互いにねじ嵌合している前記嵌合部及び前記被嵌合部のうち、雄ねじが形成されている
一方を雄ねじ嵌合部とし、雌ねじが形成されている他方を雌ねじ嵌合部とするとき、
　前記シャフトの回転軸に平行な方向において、前記雄ねじ嵌合部の長さ（Ｌ１、Ｌ２１
）は、前記雌ねじ嵌合部の長さ（Ｌ２、Ｌ１１）よりも長く、
　前記雌ねじ嵌合部を有する前記動力伝達機構ハウジング又は前記モータハウジングは、
前記雄ねじ嵌合部のねじ先端部（２５４、８６４）が当接する環状の穴底部（８５３、２
１４）をさらに有していることを特徴とする請求項６に記載の電動パワーステアリング装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、取付対象物に固定される駆動装置、及び、これを用いた電動パワーステアリ
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ング装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、モータ及びモータハウジングを有する駆動装置において、取付対象物にモータハ
ウジングを固定することが知られている。例えば、特許文献１に開示された電動パワース
テアリング装置では、モータハウジングがスクリューボルトを介してギアハウジングに固
定されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－３０５８６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１のように、取付対象物にモータハウジングを固定するために
スクリューボルト等の固定部材を用いる場合、モータハウジングに固定部材が挿通するた
めのフランジを設けることが必要になり、モータハウジングの外径が大きくなる。これに
より、駆動装置の小型化が妨げられる。
【０００５】
　本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、取付対象物に固定さ
れる小型化可能な駆動装置、及び、これを用いた電動パワーステアリング装置を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の駆動装置は、取付対象物に固定されるモータハウジングと、モータハウジング
の内側に収容されたステータ、ステータの内側に回転可能に設けられたロータ、及び、ロ
ータと一体に回転するシャフトを有するモータ部とを備える。モータハウジングは、シャ
フトの回転軸と同軸のねじが形成され、取付対象物にねじ嵌合可能である嵌合部を有する
。
【０００７】
　上記構成によれば、取付対象物にモータハウジングを固定するために、従来技術のよう
なスクリューボルト等の固定部材を必要とせず、モータハウジングにフランジ部を設けず
ともよい。このため、モータハウジングの外径を従来技術よりも小さくすることができる
。
　したがって、本発明によれば、取付対象物に固定される駆動装置を小型化することがで
きる。また、本発明によれば、固定部材を必要としないため、部品管理が容易であり、低
コスト化可能である。
【０００８】
　また、本発明の電動パワーステアリング装置は、上述の駆動装置と、シャフトの出力端
に接続される動力伝達機構と、動力伝達機構を収容すると共にモータハウジングが固定さ
れた取付対象物としての動力伝達機構ハウジングとを備える。動力伝達機構ハウジングは
、シャフトが挿通する開口の周りにねじが形成され、駆動装置の嵌合部とねじ嵌合してい
る被嵌合部を有する。
【０００９】
　上記構成によれば、モータハウジング及び動力伝達機構ハウジングが比較例のようなフ
ランジ部を必要としないため、それぞれの最大外径を最小限に抑えることができる。この
ため、狭いスペースであっても駆動装置及び動力伝達機構ハウジングを好適に搭載するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
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【図１】本発明の第１実施形態による駆動装置及びギアハウジングを模式的に示す断面図
である。
【図２】図１の駆動装置のＩＩ方向の矢視図である。
【図３】図１のＩＩＩ部分の部分拡大図である。
【図４】電動パワーステアリング装置を含むステアリングシステムを示す概略構成図であ
る。
【図５】本発明の第２実施形態による駆動装置及びギアハウジングを模式的に示す断面図
である。
【図６】図５のＶＩ部分の部分拡大図である。
【図７】本発明の第３実施形態による駆動装置及びギアハウジングを模式的に示す断面図
である。
【図８】比較例による駆動装置及びギアハウジングを模式的に示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の複数の実施形態を図面に基づいて説明する。なお、複数の実施形態にお
いて、実質的に同一の構成には同一の符号を付して説明を省略する。
【００１２】
　［第１実施形態］
　本発明の第１実施形態を図１～図４に示す。本実施形態の駆動装置１は、運転者による
ステアリング操作を補助する車両の電動パワーステアリング装置１０に適用される。
【００１３】
　まず、本実施形態の電動パワーステアリング装置１０の構成について、図４を参照して
説明する。図４は、電動パワーステアリング装置１０を備えるステアリングシステム９０
の全体構成を示すものである。運転者による操舵トルクは、ハンドル９１からコラム軸９
２を経由してラックアンドピニオン機構９４に伝達され、ラック軸９５の直線運動に変換
される。一対の車輪９９は、ラック軸９５の直線運動の変位量に応じて操舵される。
【００１４】
　電動パワーステアリング装置１０は、駆動装置１、トルクセンサ７、「動力伝達機構」
としてのギアシステム８、及び、「動力伝達機構ハウジング」としてのギアハウジング８
０等を備える。駆動装置１は、トルクセンサ７から取得される操舵トルク、及び、車両の
ＣＡＮ（Controller Area Network）等から取得される車速情報等に基づき、操舵のアシ
ストトルクを出力する。駆動装置１が出力したアシストトルクは、ギアシステム８を経由
してラック軸９５に伝達される。
【００１５】
　ギアシステム８は、ギアハウジング８０内に設けられており、駆動装置１のシャフト３
４に連結された駆動ギア８１の回転を減速しつつ従動ギア８２に伝達する。従動ギア８２
の回転は、図示しない変換機構によりラック軸９５の直線運動をアシストする。
【００１６】
　次に、駆動装置１の構成について、図１及び図２を参照して説明する。なお、図１では
、駆動ギア８１及び従動ギア８２の詳細構成を省略し、これらを模式的に図示している。
　以下では、ギアハウジング８０に組み付けられた状態の駆動装置１について説明する。
組み付け前の駆動装置１を観察する場合、「ギアハウジング８０側」とは、「将来組み付
けられる予定のギアハウジング８０が存在する側」という意味になる。
【００１７】
　駆動装置１は、モータハウジング２０、モータ部３０、制御部５０、及び、制御部カバ
ー５６等を備えており、これらが一体的に構成された、いわゆる「機電一体型」のアクチ
ュエータである。
【００１８】
　モータハウジング２０は、例えばアルミニウムを主成分とするアルミ合金等の金属によ
りに形成されており、ケース２１及び蓋体２２を有する。
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　ケース２１は、有底筒状であり、筒部２１２と、筒部２１２の一方側に配置された底部
２１４とを有している。筒部２１２の外周面２１６には、シャフト３４の回転軸Ｒを挟ん
で互いに反対側に面する平面部２３、２４が形成されている。底部２１４の中央には軸孔
２１８が形成されており、軸孔２１８にはベアリング３８が設けられている。
　蓋体２２は、ケース２１の開口を塞ぐように配置されている。蓋体２２の中央には軸孔
２２８が形成されており、軸孔２２８にはベアリング３９が設けられている。
【００１９】
　モータ部３０は、例えば３相交流モータであり、ステータ３１、２系統の巻線３２、ロ
ータ３３、及び、シャフト３４等を備える。
【００２０】
　ステータ３１は、例えば積層鋼板等により略円環状に形成され、ケース２１の筒部２１
２の内側に固定されている。ステータ３１には、２系統の巻線３２が巻回されている。巻
線３２は、３相のコイルを形成しており、各相のコイルから延びるモータ線は制御部５０
に接続されている。巻線３２に交流電流が流れることでステータ３１に回転磁界が発生す
る。
【００２１】
　ロータ３３は、ステータ３１と同様に、例えば積層鋼板等で略円柱状に形成され、ステ
ータ３１の内側に回転可能に設けられている。ロータ３３の外壁には、図示しない複数の
永久磁石が、周方向に所定の間隔を空けて、Ｎ極とＳ極とが交互になるように設けられて
いる。
【００２２】
　シャフト３４は、例えば金属で棒状に形成されている。シャフト３４は、ロータ３３と
同軸に固定され、ロータ３３と一体に回転する。ギアハウジング８０側に位置するシャフ
ト３４の端部を第１端３４１といい、制御部５０側に位置するシャフト３４の端部を第２
端３４２という。
【００２３】
　シャフト３４の第１端３４１は、ケース２１の軸孔２１８及びギアハウジング８０の開
口８３を挿通し、ギアハウジング８０内で駆動ギア８１に連結される。すなわち、シャフ
ト３４の第１端３４１は、特許請求の範囲に記載の「出力端」に相当する。シャフト３４
の第２端３４２は、蓋体２２の軸孔２２８を挿通し、例えば回転角センサによりロータ回
転角を検出するための図示しない磁石が設けられる。
　シャフト３４の第１端３４１側はベアリング３８によって、第２端３４２側はベアリン
グ３９によって、回転可能に支持されている。
【００２４】
　制御部５０は、モータハウジング２０に対してシャフト３４の第２端３４２側に設けら
れており、各種の電子部品が実装された基板５１を有する。基板５１は、例えばプリント
基板であり、シャフト３４の回転軸Ｒに対して垂直に配置され、蓋体２２によって支持さ
れている。
【００２５】
　制御部５０は、基板５１に実装された各種の電気素子の作用によってモータ部３０への
通電を制御する。この電気素子には、チョークコイル、コンデンサ、インバータを構成す
るＭＯＳＦＥＴ、及び、マイコンや駆動回路を構成するＩＣ等が含まれる。本発明では電
気素子の配置や接続等に関する事項は要部ではないため、詳しい説明を省略する。
【００２６】
　制御部カバー５６は、例えば樹脂で形成され、基板５１を覆うようにして蓋体２２に固
定されている。制御部カバー５６には、バッテリから電力が供給される給電用コネクタ５
７、及び、外部からＣＡＮ信号やトルク信号等が入力される信号用コネクタ５８が一体に
形成されている。制御部カバー５６は、外部の衝撃から各種の電子部品を保護したり、埃
や水等の浸入を防止したりする。
【００２７】
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　次に、駆動装置１とギアハウジング８０との固定構造について説明する。駆動装置１は
、モータハウジング２０の一方の端部が、「取付対象物」としてのギアハウジング８０に
固定されている。
【００２８】
　モータハウジング２０は、「雄ねじ嵌合部」としての嵌合部２５を有している。嵌合部
２５は、ケース２１と一体に形成されており、ケース２１の底部２１４からギアハウジン
グ８０側に向かって環状に突出している。嵌合部２５の外周には、シャフト３４の回転軸
Ｒと同軸の雄ねじ２５１が形成されている。また、嵌合部２５の外径Ｄ１は、筒部２１２
の外径Ｄ２よりも小さい。
【００２９】
　一方、ギアハウジング８０は、「雌ねじ嵌合部」としての被嵌合部８５を有している。
被嵌合部８５は、シャフト３４が挿通する開口８３の周囲において、ギアハウジング８０
の隔壁部８９から駆動装置１側に向かって環状に突出している。被嵌合部８５の内周には
、シャフト３４の回転軸Ｒと同軸の雌ねじ８５１が形成されている。また、ギアハウジン
グ８０は、雌ねじ８５１のねじ奥側に環状の穴底部８５３を有している。
【００３０】
　駆動装置１をギアハウジング８０に固定するとき、モータハウジング２０の嵌合部２５
がギアハウジング８０の被嵌合部８５にねじ嵌合する。
　ここで、図３に示すように、シャフト３４の回転軸Ｒに平行な方向において、嵌合部２
５の長さＬ１は、被嵌合部８５の長さＬ２よりも長い。このため、ねじ嵌合がされたとき
、嵌合部２５のねじ先端部２５４は、被嵌合部８５の穴底部８５３に当接する。ねじ先端
部２５４と穴底部８５３とは面接触し、これらの間にはＯリング４１が配置されてもよい
。
【００３１】
　なお、ギアハウジング８０は、例えばアルミニウムを主成分とするアルミ合金等によっ
て形成されている。このため、モータ部３０や制御部５０等が発する熱は、モータハウジ
ング２０を介してギアハウジング８０に放熱される。
【００３２】
（効果）
（１）本実施形態の駆動装置１の効果について、図８に示す比較例の駆動装置１０１と対
比しつつ説明する。比較例の駆動装置１０１は、モータハウジング１２０とギアハウジン
グ１８０との固定構造以外、第１実施形態と同様の構成を有する。
【００３３】
　比較例のモータハウジング１２０には、フランジ部１２５が、例えば周方向に複数箇所
、径外側に突出して形成されている。同様に、ギアハウジング１８０には、フランジ部１
８５が、例えば周方向に複数箇所、径外側に突出して形成されている。モータハウジング
１２０のフランジ部１２５と、ギアハウジング１８０のフランジ部１８５とは、スクリュ
ーボルト４５によって締結される。
【００３４】
　これに対し本実施形態の駆動装置１では、上述したように、モータハウジング２０の嵌
合部２５とギアハウジング８０の被嵌合部８５とが互いにねじ嵌合する。このため、比較
例のようなスクリューボルト４５等の固定部材を必要とせず、モータハウジング２０にフ
ランジ部を設けずともよい。よって、モータハウジング２０について、嵌合部２５の外径
Ｄ１を筒部２１２の外径Ｄ２以下に構成することが可能である。
【００３５】
　したがって、本実施形態によれば、ギアハウジング１８０に固定される駆動装置１を小
型化することができる。また、本実施形態によれば、スクリューボルト４５等の固定部材
を必要としないため、部品管理が容易であり、低コスト化可能である。
【００３６】
　また、比較例のモータハウジング１２０は、スクリューボルト４５の頭部直下のみにお
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いてギアハウジング１８０と密着している。これに対して、本実施形態では、嵌合部２５
の雄ねじ２５１と被嵌合部８５の雌ねじ８５１とが密着しているため、モータハウジング
２０とギアハウジング８０との密着面積が比較例に比べて増加している。このため、駆動
装置１からギアハウジング８０への放熱性が向上している。
【００３７】
（２）本実施形態において、モータハウジング２０は、シャフト３４の回転軸Ｒを挟んで
互いに反対側を向くように配置された平面部２３、２４を有している。このため、駆動装
置１をギアハウジング８０に固定するとき、レンチ等の締結具によって平面部２３、２４
を押さえることによって、嵌合部２５と被嵌合部８５とのねじ締めを容易に行うことがで
きる。
【００３８】
（３）本実施形態のモータハウジング２０において、嵌合部２５は、シャフト３４の第１
端３４１側に配置されている。また、駆動装置１は、モータハウジング２０においてシャ
フト３４の第２端３４２側に設けられ、モータ部３０への通電を制御する制御部５０をさ
らに備えている。
　上記構成によれば、機電一体型に構成された駆動装置１をギアハウジング８０に好適に
取り付けることができる。
【００３９】
（４）本実施形態の電動パワーステアリング装置１０は、上述の駆動装置１と、シャフト
３４の第１端３４１に接続されるギアシステム８と、ギアシステム８を収容すると共にモ
ータハウジング２０が固定されるギアハウジング８０とを備える。ギアハウジング８０は
、シャフト３４が挿通する開口８３の周りに雌ねじ８５１が形成され、嵌合部２５とねじ
嵌合している被嵌合部８５を有する。
【００４０】
　上記構成によれば、モータハウジング２０及びギアハウジング８０が比較例のようなフ
ランジ部を必要としないため、それぞれの最大外径を最小限に抑えることができる。この
ため、狭いスペースであっても駆動装置１及びギアハウジング８０を好適に搭載すること
ができる。
【００４１】
　特に、本実施形態のようにラック取付型の電動パワーステアリング装置１０では、駆動
装置１のモータ部３０がラック軸９５に平行に設けられているため、モータ部３０の径方
向における取付スペースの制約が厳しい。このため、本実施形態の駆動装置１がより好適
に適用される。
【００４２】
（５）本実施形態では、シャフト３４の回転軸Ｒに平行な方向において、「雄ねじ嵌合部
」である嵌合部２５の長さＬ１は、「雌ねじ嵌合部」である被嵌合部８５の長さＬ２より
も長い。また、ギアハウジング８０は、嵌合部２５のねじ先端部２５４が当接する穴底部
８５３をさらに有している。
【００４３】
　上記構成によれば、ねじ嵌合時、嵌合部２５のねじ先端部２５４をギアハウジング８０
の穴底部８５３に対して容易に当接させることができる。また、ねじ先端部２５４と穴底
部８５３とが当接することにより、ねじ切り加工時に発生する切り屑がモータハウジング
２０及びギアハウジング８０の各内部に侵入することを防止することができる。
【００４４】
［第２実施形態］
　第２実施形態による駆動装置２について、図５及び図６を参照して説明する。
　第２実施形態では、モータハウジング２０１とギアハウジング８０１との間で、雄ねじ
と嵌合部と雌ねじ嵌合部との関係が逆である。
【００４５】
　モータハウジング２０１は、「雌ねじ嵌合部」としての嵌合部２６を有する。嵌合部２
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６は、ケース２１と一体に形成されており、ケース２１の底部２１４からギアハウジング
８０１側に向かって環状に突出している。嵌合部２６の内周には、シャフト３４の回転軸
Ｒと同軸の雌ねじ２６１が形成されている。嵌合部２６の外径Ｄ３は、筒部２１２の外径
Ｄ２と同程度である。
【００４６】
　一方、ギアハウジング８０１は、「雄ねじ嵌合部」としての被嵌合部８６を有している
。被嵌合部８６は、シャフト３４が挿通する開口８３の周囲において、ギアハウジング８
０１の隔壁部８９から駆動装置１側に向かって環状に突出している。被嵌合部８６の外周
には、シャフト３４の回転軸Ｒと同軸の雄ねじ８６１が形成されている。
【００４７】
　駆動装置２をギアハウジング８０１に固定するとき、モータハウジング２０１の嵌合部
２６がギアハウジング８０１の被嵌合部８６にねじ嵌合する。
　ここで、図６に示すように、シャフト３４の回転軸Ｒに平行な方向において、「雄ねじ
嵌合部」である被嵌合部８６の長さＬ２１は、「雌ねじ嵌合部」であり嵌合部２６の長さ
Ｌ１１よりも長い。このため、ねじ嵌合がされたとき、被嵌合部８６のねじ先端部８６４
は、ケース２１の底部２１４に当接する。すなわち、第２実施形態では、ケース２１の底
部２１４が、特許請求の範囲に記載の「穴底部」に相当する。
　第２実施形態によっても、第１実施形態にて上述した効果と同様の効果を得ることがで
きる。
【００４８】
［第３実施形態］
　第３実施形態による駆動装置３について、図７を参照して説明する。
　第３実施形態のモータハウジング２０２では、ケース２１のギアハウジング８０側の一
部にシャフト３４の回転軸Ｒと同軸の雄ねじ２７１が形成されている。すなわち、ケース
２１のうち、その外周面に雄ねじ２７１が形成されている部分が、「雄ねじ嵌合部」とし
ての嵌合部２７となり、ケース２１の底部２１４が「ねじ先端部」となる。
　一方、ギアハウジング８０の構成は第１実施形態と同様であり、「雌ねじ嵌合部」とし
ての被嵌合部８５を有する。
【００４９】
　駆動装置３をギアハウジング８０に固定するとき、モータハウジング２０２の嵌合部２
７がギアハウジング８０の被嵌合部８５にねじ嵌合する。このとき、ケース２１の底部２
１４が、被嵌合部８５の穴底部８５３に当接する。
　第３実施形態によっても、第１実施形態にて上述した効果と同様の効果を得ることがで
きる。
【００５０】
［他の実施形態］
　本発明のモータ部は、永久磁石式の三相交流同期モータに限らず、四相以上の多相モー
タ、或いは、ＤＣブラシレスモータや誘導モータ等であってもよい。
　また、本発明のモータ部は電力を供給されトルクを出力する狭義の「モータ」として機
能するものに限らず、トルクを受けて発電する発電機を含めた「回転電機部」として解釈
される。
【００５１】
　本発明のモータハウジングの全体的な構成は、上記実施形態に限定されない。例えば、
ケースと蓋体との配置が回転軸Ｒに平行な方向において上記実施形態とは逆であり、嵌合
部が蓋体と一体に形成されてもよい。また、本発明のモータハウジングは、モータ部の両
端に配置された２つのフレーム部材がボルト等を介して結合されることによって構成され
、嵌合部は一方のフレーム部材と一体に形成されてもよい。
　また、本発明のモータハウジングは、平面部を有さずともよいし、使用される締結具に
合わせて２組以上の平面部を有していてもよい。
【００５２】
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　本発明の駆動装置は、モータ部への通電を制御する制御部を備えなくてもよい。
　また、本発明の駆動装置は、ラック取付型に限らず、コラム取付型の電動パワーステア
リング装置に適用されてもよい。また、電動パワーステアリング装置以外の車載装置や、
車両に搭載される装置以外の各種装置に適用されてもよい。
【００５３】
　本発明の動力伝達機構は、ギアに限らずプーリー等によって構成されてもよい。同様に
、本発明の取付対象物としての動力伝達機構ハウジングは、ギアを収容するギアハウジン
グに限られず、プーリーを収容するプーリーハウジング等であってもよい。
【００５４】
　以上、本発明はこのような実施形態に限定されるものではなく、発明の趣旨を逸脱しな
い範囲において、種々の形態で実施することができる。
【符号の説明】
【００５５】
　１、２、３・・・駆動装置
　２０、２０１、２０２・・・モータハウジング
　２５、２６、２７・・・嵌合部
　２５１、２６１、２７１・・・ねじ
　３０・・・モータ部
　３１・・・ステータ
　３３・・・ロータ
　３４・・・シャフト
　８０、８０１・・・ギアハウジング（取付対象物）

【図１】 【図２】
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